
 

■ 自動車工学関連講座（中堅技術者向け Webセミナー） 

  第４回「納期遵守率を向上させる！実務における工程管理」（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、会員企業の皆様から希望の多い中堅社員向け社内教育とし

て、汎用的なテーマを取り上げ、自動車工学関連講座の一環として、中堅技術者向け Webセミ

ナーを開催しています。 

本年度も、多くの社員の皆さんが自社内で受講できる機会を企業力アップにご活用いただく

ため、カイゼンベース社を講師に、昨年度から内容も見直し、６回連続の Webセミナーとして

順次実施しています。 

今回は、第４回として、「納期遵守率を向上させる！実務における工程管理」を開催しまし

た。 

 

■日 時 ： ２０２５年９月１８日（木）13時 30分～15時 30分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ４６社／１２６名 
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【参加者の声】 

 

・生産管理は納期だけではなく品質やコストも管理すること、進捗管理のミーティングは遅

れている工程や担当者を責めたり非難したりする場ではないこと、問題が発生するのは現

時点の仕組みが最適ではないこと、という考え方は大変参考になった。 

・10 分ミーティングや過剰在庫についての考え方、段取り改善など、当社でも意識していた

つもりだったことが重要だとわかり、特に参考になった。 

・今まで納期遵守やコストを優先させることに意識が傾き過ぎていて、各種のムダが二の次

になっている部分があったので、意識から見直しする必要性を感じた。10分ミーティング

のところで、メールや管理表だけではなく、顔を突き合わせて話すことの重要性を再認識

した。 

・現場と生産管理担当のコミュニケーション不足は否めないため、風通しの良い働きやすい

職場を目指すには、互いの立場に寄り添い、10分ミーティングの大切さを実感した。 

・定常業務として当たり前にこなしていた工程管理業務の内容を、時系列に整理して視覚的

に表現していただくことにより、自分の業務を改めて俯瞰できたのと、生産管理と工程管

理の一体的な相関についても改めて意識することができた。 

・今回のセミナーを通じて、「生産管理の３本柱（計画・手配・統制）」について理解が深ま

った。特に、自身の業務が「前工程の延長」ではなく、納期遵守を遂行する役割の一部で

あることを再認識できたことが大きな学びとなった。出荷担当として、お客様対応や工程

管理担当者とのやり取りを日常的に行っているが、その背景にある「仕掛品の流動状況」

や「工程管理の視点」をより深く理解することが、納期遵守につながると実感した。 

・今まで理解していると思っていたが、再確認することができた。特に 10 分ミーティングで

の「協力し合って問題解決を」、「遅れている工程や担当者を責めたり、非難したりする場

ではない」について再認識することができた。 

・在庫を多く作れば良いというわけではないことがわかった。多くの在庫を持つと過剰在庫

となりムダになるので、重大な問題であることに気づいた。 

・５Ｓ活動ができているようで、できていないことに気づいた。ロケーション管理について

諸番地表示を行っているが、３定管理がしっかりできていないないため、在庫の場所や量

がバラバラで誰でもわかる状態ではない。現品表示をどう実施すればよいか考えたい。 

・工程管理表の基本を改めて認識できた。ジャストインタイムや３定管理等わかっているつ

もりのワードを改めて勉強したことにより、忘れてしまっていることを再認識できた。 

・生産管理と工程管理の違いや工程管理のポイントが参考になった。在庫のムダが一番悪い

ので、今後は今まで以上に在庫を意識して業務に取り組んでいきたいと感じた。 

・生産管理の３要素は理解していたが、３要素＋４大経営資源を最大限活かせるような視点

を持って生産を管理することが重要なことだと知ることができた。トヨタ生産方式の７つ

ムダの中で、造りすぎのムダが様々な理由から一番悪いムダであることが理解できた。 

・現場を主役として見ることで生産効率の向上に繋ぐ視点は初めて知った。生産管理はＱＣ

Ｄだけでなく、経済的な広義からの面で工程管理することが大事ということを学んだ。 

・納期遵守や無駄の排除、管理方法など、生産だけでなく開発の現場でも生かせる内容だと

感じた。 

・生産管理の３本柱（基本）から始まり、生産管理の３要素の視点だけでなく、４大経営資

源の視点が重要であることを認識できた。納期遵守率を向上させる工程管理の６つの取り

組みが重要であり、10分ミーティング、ジャストインタイム、５Ｓ活動の徹底についてよ

く理解できた。 

 

 


